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している。しかし科学技術計

は計算論の重要な課題である

くに区分的連続関数（孤立点

位相空間論、 距離理論、

法であることを実証してきた

（連続体）上の連続関数の「計

算では、ある種の不連続関数

。近年関連する多くの理論が

以外で連続な関数）の計算可

ドメイン理論の手法を提案

。今年度の申請課題の目的は

算可能性」の概念は、現在ま

が重要であり、その計算可能

提案されてきた。当研究組織

能性理論として、主に極限計

し、共同研究を続け、それぞ

、極限計算理論を基礎に、上

でにほぼ確

性概念の確

の構成員は、

算理論、一

れが有効な

記の手法の

間

立

プ

［

［

のある種の同値性を示し、科

を目指すことにある。

ロジェクトによる主な成果
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学技術計算で重要な関数族の計算可能性概念に関するパラダイムの確

以下に［１］と［２］にしたがって研究の背景および成果の概説をする。
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